
 

教師のゼミ室（英語）—日本人の英語の先生としてできること： 

ポストコロナ社会に求められる国際コミュニケーション教育—実施報告 

 
 水倉  亮（明治大学国際連携機構特任講師）  

陣野 俊彦（東京都立大島海洋国際高校）  

 

1. 日 時 

2021年５月 22日（土）15 時～17時 

 

2. 開催方法 

Zoom によるオンライン開催 

 

3. 参加者数 

36名参加 

明治大学教育会会員並びに明治大学で教員免許状取得を目指す学生及び科目等履修生 

 

4. パネリスト略歴 

水倉 亮 

明治大学情報コミュニケーション学部情報コミュニケーション学科卒業。明治大学在学中、

スウェーデン リンシェーピン大学教育科学部にて交換留学生として滞在し、スウェーデン

の教育制度および社会福祉制度について学ぶ。イギリス ロンドン大学ユニバーシティカレ

ッジの教育研究所にて応用言語学および英語教育について学ぶ。現在はスペイン リェイダ

大学地域文化遺産研究科 応用言語学専攻の博士課程に在籍。専門分野は応用言語学。研究

テーマはトランスリンガリズム (Translingualism)、教員および学生のアイデンティティ

について。私立高等学校教員、立命館アジア太平洋大学 言語教育センター英語科非常勤講

師および嘱託講師を経て現職。 

 

5. 講演の概要 

 2021 年は大学入試センター試験が廃止され、大学入学共通テストが実施された。英語の

試験問題の内容や形式も変更された。センター試験では必ず問われていた発音や文法に関

する問題が無くなった。メールやスマートフォンでのテキストメッセージのやり取りは、一

見実践的な英語の使用を反映しているように思えるが、試験の問題文で使われている英語

の表現によっては、それが問題になる場合があり、学習指導要領の記載内容との齟齬の可能

性も見られることを指摘した。(図１) 

 また、日本の英語教育を含めた外国語教育全般に関して、日本社会に実際にある国際化を

反映していない可能性についても説明した。日本社会では英語を母語とする在留外国人よ

りも、中国語、韓国語、ポルトガル語、フィリピノ語、ベトナム語を母語とする方が多い。 
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学 要 分

しかし、 学 で された 語活動では 語に されていないのにもかかわらず、

語が 先して されてきた。 語 語 のように して される傾

があるが、実 の日本 会の の 状はより である。 から日本へ してく

る 人も、 け れる の日本人もお いの 語について、 語のように うことができ

るという前 の 、意思 を ることはできない。そのような場 には、 分が知ってい

る 語を してみたり、文 を いてみたり、 を いてみたり、 ー ンで を

せてみたりと、さま まな を ってコ ー ンを る 要がある。このコ

ー ン ー の についても 明した。( ) 

コ ー ン ー の イ ー

に、学 教育 場に大きな を えている「 語は 語で 本的に する」という

学 要 に記載された 方 について、 語学の 地から日本の 語教育にお

ける実 可能性と教育 を 的に した。 ナ の ラン 語教育で いられた、イ
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ー ン教育について り た。イ ー ン教育では、学 生活の てを ラン 語

で行い、 語と同 ように ラン 語を 得できるように される。しかし、 語を 語

とする生 たちは、イ ー ン教育を けたとしても ラン 語 語 者のような文

の 性を 得することはできなかった。すなわち、 語と 的に ている ラン 語で

も難しいのであれ 、 語と性 が大きく なる日本語の 語 者にとっては同様の方

で 語を 得することは難しいと した。

また、 年「日本人が 語を すことができない原 である」と されてきた文

についても、 の 要性を 明した。 に、文学 は することで日本文 と

語 の文 を することができ、教育 が高い。 ３

３ 文学 の の教育的 について

に、「 き 」において文 的な 性がより重要であると 明した。「 し 」

はその場で えてしまうものだが、「 き 」は目で て できるだけでなく、記録と

して残る。 や学 の世界では で される文 について、 語の の で能

力や 場な が されることがあることを した。学 要 においては「知らない

語 や に 会うた に を するのではなく、生 がすでに有している知 や

事 を って、新しい語 や文を することができるように することが大 であ

る。」と記載されている。もち ん会 において を多く することはできないが、

き においては し 得難度の高い 語を を活 しながら する 要があるこ

とを した。また、 語の機能や する場 の いを想 して、 に を える

要があり、「オールイン 」にこだわりすぎることの について 明した。
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6. 指定討論者の感想について 

 「先生、なぜ日本人なのに英語を勉強しなければならないのですか」。生徒がよく不満と

ともに口にする言葉を紹介しながら、英語教育の目的観を問う発問をした。本講演で水倉先

生の指摘の数々の結果、上述のような問いが生まれるのではないか。在日外国人の第一言語

や仕事で英語を使う日本人の割合を考えると、英語教育の目的を再考せざるを得ない。それ

よりもお互いに母国語を話せない人同士がコミュニケーション手段として用いたり、大学

に進学する生徒だけではなく、より多様な目的に応じた英語学習の機会、また英語以外の言

語にもアクセスできる機会も必要だろう。 

 『日本人にとって英語とは何か』（大谷泰照著）から、多くの日本人が英語＝国際語＝外

国語と考える要因を提起した。日本人に根強い中央語思考の存在を見落とすことができな

いと氏は指摘した。方言は嘲笑や矯正すべきものとして捉えられる。また方言から共通語に

対して働く中央語思考が、世界の方言である日本語から、世界の共通語である英語に向けて

も強力に働き続けると喝破する。日本の中での日本語教育に対しても認識を新たにしなけ

ればならない。 

 最後に英語授業における日本語の効用である。立教大学の鳥飼 玖美子先生の言葉を紹介

しながら、実際の授業における日本語使用を議論した。「生徒の疑問を上手にすくい出して、

日本語と関連づけて説明できる先生が、生徒の興味を引き出すことができる」。周知の事実

ではあるが、日本語と英語との違いは枚挙にいとまがない。数々のスローラーナーを指導し

た経験から、日本語との違いに戸惑い理解を諦めてしまう生徒も多い。彼ら彼女らに英語の

授業を全て英語、とは酷な話であろう。冒頭で指摘した英語学習の目的と照らし合わせ、授

業手法も適宜日本語を用いながら、英語の理解を促すのが適切だ。 

 
 
 

「日本人の英語の先生としてできること」感想 

 
明治大学教育会長 田中 徹太郎  

 
現在の日本では、英語以外の外国語に注視する土壌があまり育ってないようだ。現実に、

日本で外国人と英語のみの対話機会は極めて少ない。多様化、多言語の国際社会では、バイ

リンギュアルからトランスリンギュアルへシフトし、自己のランゲージ資源を使いながら

多様な人々とのコミュニケーションが大切であるとの水倉先生の分析は、傾聴に値する。言

語活動は、背景にある各国の文化に着目することで、コミュニケーションが重層的に進化す

る。こうした、水倉先生の主張される使用言語の横断的拡張と固有文化への親和性のリンク

は、隣人としての多くの人々との交流、理解をより活き活きとさせるであろう。 

 英語習得については、オール・イングリッシュだけでは、難しい。文法訳読法により文法

の正確性を獲得することは、スピーチがライティングの産物であることを考えると極めて
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重要である。世界標準英語の基準は、「書き言葉」である。母語で正確に表現できる能力を

高め、英語に書き換えていく。こうした、水倉先生の主張は、現在の我が国の語学教育に警

鐘を鳴らすものである。ただの、チャットだけを目指すのではなく、会話は意見交換の場で

あり、思索の表現の核を形成する。これは、一部のキャリアだけに求められることではない。

人間存在への畏敬から発露された尊いグランドデザインと言えよう。 
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